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日
本
下
水
道
施
設
業
協

会
（
会
長
＝
北
尾
裕
一
・
ク

ボ
タ
社
長
）
は
７
月
25
日
、

中
央
提
言
を
行
っ
た
。
北
尾

会
長
、
三
井
田
健
・
副
会
長

（
明
電
舎
会
長
）、
浅
見
正

男
・
副
会
長
（
荏
原
製
作
所

会
長
）、
原
田

一
郎
・
専
務
理

事
ら
が
国
土
交

通
省
を
訪
れ
、

石
井
宏
幸
・
上

下
水
道
審
議
官

を
は
じ
め
と
す

る
上
下
水
道
審

議
官
グ
ル
ー
プ

幹
部
と
面
談
。

提
言
書
を
提
出

し
意
見
交
換
し

た
。

　

提
言
事
項
は

①
持
続
可
能
な
下
水
道
実
現

に
向
け
国
土
強
靱
化
を
図
る

機
械
・
電
気
設
備
の
整
備
・

更
新
予
算
の
拡
充
（
▽
耐
用

年
数
を
超
過
す
る
老
朽
化
設

備
更
新
へ
の
国
費
確
保
〈
災

害
耐
力
の
低
下
へ
の
対
応
〉

▽
浸
水
被
害
を
防
ぐ
設
備
へ

の
国
土
強
靱
化
予
算
の
充
当

〈
災
害
外
力
の
増
大
へ
の
対

応
〉）②
持
続
可
能
な
ウ
ォ
ー

タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
実
現
に
向
け

た
施
策
の
徹
底
（
▽
適
切
な

Ｐ
Ｓ
Ｃ
の
算
出
▽
費
用
や
リ

ス
ク
分
担
な
ど
必
要
十
分
な

情
報
開
示
に
基
づ
く
官
民
対

話
）
―
の
２
項
目
。

　

北
尾
会
長
は
、「
上
下
水

道
の
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
、
経
営
基
盤
の
再
構

築
に
、
上
下
水
道
の
相
互

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
を
意
識
し

て
当
協
会
も
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
、
石
井
審
議
官

の
言
葉
を
引
用
し
協
会
の
活

動
方
針
を
伝
え
た
ほ
か
、
閣

議
決
定
さ
れ
た
国
土
強
靱
化

　オールライナー協会は、管

きょの全面更生や部分補修

にする工法を紹介した。中心

は、全面更生のオールライ

ナーＺ工法と、同ＨＭ工法。

オールライナー工法は、工場

で含浸されたライナーホース

を既設人孔から本管内に引き

入れた後、空気圧か水圧によ

り拡径し蒸気または温水を循

環させ樹脂を硬化させること

で既設管きょ内を更生する工法。

　ＨＭ工法はＺ工法を基に昨年度新たに開発した工法で、従来のＺ工法より

もガラス量を増やし樹脂量を少なくし、厚みを薄くしたのが特徴。Ｚ工法と

の比較で、曲げ強さが約２倍、曲げ弾性率は約2.5倍と耐荷性能が向上。管

厚が約25％減少することで流下能力が向上し、重量も20％減少し施工性が改

善する。加熱時間も最大40％減少し施工時間の短縮が図れる。ＨＭ工法は今

年から本格的に展開しているといい、同協会広報委員は「自治体の皆様に喜

んでもらえるような製品をＰＲしたい」と話した。

全面更生や部分補修にする工法を紹介

オールライナー協会

全面更生「ＨＭ工法」などＰＲ

　安全・衛生を向上させた水

替工事をスタンダードにす

るため2024年に設立されたＪ

ＷＢＡ（日本水替工法協会）

は、現場ニーズに合わせた水

替えを行う「キングプラグ工

法」と24時間自動で水替えを

行うことができる「アクセス

工法」を紹介した。キングプ

ラグや特殊プラグや特殊ポン

プなどの実機展示や施工事例

の紹介を通して両工法のメリットをＰＲした。

　キングプラグ工法は、耐久性に優れたゴムを使用したキングプラグに注水

して膨張させ止水する工法。止水後にバイパス管を接続して水替えし、完全

にドライな環境での施工が可能となる。耐圧性、耐薬品性、耐酸性、耐久性

に優れた厚さ約11㍉のゴムを使用しており、キングプラグは最大0.3MPaまで

加圧でき、0.18MPaまでの流入圧に対して止水が可能であるなど、高い止水

力を誇る。

　アクセス工法は、特殊プラグで止水し、仮設バイパス管と高効率の特殊ポ

ンプを接続して、下流に水替えを行う。ポンプの自動制御により24時間無人

で稼働が可能な省人化を実現したのが大きな特徴。コンパクト設計で、配管

距離を最短化し、水替えの規制範囲を最小限に抑えることができる。柔軟な

特殊プラグを採用し、小口径から大口径まで幅広い管径に対応しているほ

か、非円形管にも適用することができる。地上配管の上限の目安は300㍍。

　同協会の泥川一豊・会長は「当協会が取り扱う２工法により現場ごとに異

なる多様なニーズに応えた安全かつ確実な水替工事を提案できる」と強調し

た。

キングプラグなど実機を展示

ＪＷＢＡ（日本水替工法協会）

安全・確実な水替工法を提案

　友鉄工業は13種類のお好

み焼きがデザインされたマ

ンホール蓋を展示した。こ

れは広島の地元企業のオタ

フクソースが創業100周年

を迎えた2022年に友鉄工業

に依頼し作成したもの。13

種類のマンホール蓋は、取

り組みに参画した広島市や

熊野町など13の市町に寄贈

され設置されている。この

取り組みは民間企業がスポ

ンサーとなりインフラ設備を更新することで、自治体はコスト削減、企業は

地域貢献などのメリットがある官民連携パートナーシップとして注目されて

いる。

13種類のマンホール蓋が

友鉄工業

お好み焼きマンホール蓋を展示

下水道展'25大阪 出展ブース
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前
澤
工
業
は
こ
の
ほ
ど
、

同
社
を
含
む
イ
チ
エ
イ
山

田
・
コ
ー
ン
ズ
・
前
澤
特
定

建
設
工
事
共
同
企
業
体
が
オ

ホ
ー
ツ
ク
湧
別
バ
イ
オ
ガ
ス

㈱
よ
り
受
託
し
た
「
湧
別
バ

イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
」
が
北

海
道
湧
別
町
に
完
成
し
、
竣

工
式
を
開
催
し
た
こ
と
を
発

表
し
た
。

　

湧
別
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン

ト
は
、
家
畜
ふ
ん
尿
利
用
量 

８
万
６
０
０
㌧
／
年
（
乳
牛

換
算
３
４
０
０
頭
規
模
）
の

国
内
最
大
級
の
集
中
型
バ
イ

オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
。
町
内
か

ら
発
生
す
る
家
畜
ふ
ん
尿
を

プ
ラ
ン
ト
で
適
正
処
理
す
る

と
と
も
に
、
処
理
の
過
程
で

発
生
し
た
バ
イ
オ
ガ
ス
か
ら

発
電
を
行
い
、
売
電
や
災
害

時
の
電
力
供
給
手
段
と
し
て

利
用
す
る
。
発
電
量
は
７
１

５
２
Ｍ
Ｗ
ｈ
／
年
の
予
定
。

ま
た
、
発
酵
後
に
発
生
す
る

消
化
液
は
、
牧
草
畑
な
ど
に

散
布
す
る
バ
イ
オ
液
肥
と
し

て
利
用
す
る
。
な
お
、
プ
ラ

ン
ト
の
運
営
主
体
と
な
る
オ

ホ
ー
ツ
ク
湧
別
バ
イ
オ
ガ
ス

は
、
町
内
の
酪
農
家
や
Ｊ

Ａ
、
漁
業
協
同
組
合
、
民
間

企
業
な
ど
が
出
資
し
て
２
０

２
１
年
に
設
立
し
た
。

　

竣
工
式
に
は
刈
田
智
之
・

湧
別
町
長
、
上
田
範
幸
・
オ

ホ
ー
ツ
ク
湧
別
バ
イ
オ
ガ
ス

代
表
を
は
じ
め
と
し
た
関
係

者
約
90
人
が
出
席
し
、
前
澤

工
業
か
ら
も
松
原
正
・
相
談

役
、
山
田
一
博
・
北
海
道
支

店
長
、
青
木
仁
志
・
バ
イ
オ

ガ
ス
・
民
需
営
業
部
長
ら
が

参
加
、
建
設
工
事
の
進
捗
報

告
や
施
設
見
学
会
な
ど
を

行
っ
た
。

　

同
社
は
「〝
水
と
環
境
〟

に
寄
り
添
い
、
事
業
を
通
じ

て
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

に
貢
献
し
て
い
く
」
と
し
て

バ
イ
オ
ガ
ス
事
業
を
推
進
し

て
い
る
。

実
施
中
期
計
画
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の

数
値
目
標
に
下
水
道
施
設
の

記
載
が
な
い
こ
と
に
懸
念
を

示
し
つ
つ
「
下
水
道
が
持
つ

多
様
な
役
割
を
進
化
し
て
い

く
た
め
に
も
、
老
朽
化
す
る

施
設
の
更
新
が
必
要
。
こ
れ

ま
で
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ

な
い
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提

案
を
通
じ
て
、
安
心
・
安
全

な
国
土
、
地
域
経
済
、
社
会

の
構
築
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
」
と
支
援
を
求
め
た
。　

　

石
井
審
議
官
は
、
能
登
半

島
地
震
や
八
潮
市
で
の
道
路

陥
没
事
故
で
国
民
の
上
下
水

道
イ
ン
フ
ラ
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
と
し
、「
厳
し

い
局
面
だ
が
技
術
開
発
、
財

源
の
確
保
、
人
材
確
保
の
好

機
で
も
あ
り
、
ピ
ン
チ
を

チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
た
い
」

と
説
明
。
処
理
場
・
ポ
ン
プ

場
を
は
じ
め
と
す
る
下
水
道

施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
現
状
に
は
危
機
感
を
持
っ

て
い
る
と
し
「
更
新
に
際
し

て
は
単
純
更
新
で
な
く
脱
炭

素
化
や
肥
料
利
用
の
推
進
と

い
っ
た
観
点
で
更
新
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の

重
要
性
は
い
さ
さ
か
も
変

わ
っ
て
い
な
い
。
必
要
な
予

算
の
確
保
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」と
応
じ
た
。

　

電
気
学
会
・
公
共
施
設
技

術
委
員
会
（
委
員
長
＝
山
本

武
志
・
東
京
都
下
水
道
局
施

設
管
理
部
施
設
保
全
課
長
）

は
こ
の
ほ
ど
、
都
内
で
「
上

下
水
道
施
設
に
お
け
る
広
域

化
・
共
同
化
の
た
め
の
シ
ス

テ
ム
に
関
す
る
技
術
」
を

テ
ー
マ
に
産
業
応
用
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
開
催
し

た
。
同
委
員
会
内
の
上
下
水

道
施
設
に
お
け
る
広
域
化
・

共
同
化
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム

に
関
す
る
技
術
調
査
専
門
委

員
会
の
福
山
良
和
・
委
員
長

（
明
治
大
学
総
合
数
理
学
部

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン
学

科
専
任
教
授
）
が
基
調
講
演

を
行
っ
た
ほ
か
、
専
門
委
員

会
各
委
員
が
文
献
調
査
や
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
な
ど

を
紹
介
し
た
。

　

冒
頭
、山
本
委
員
長
は「
当

委
員
会
で
福
山
先
生
を
委
員

長
と
し
て
上
下
水
道
施
設
に

お
け
る
広
域
化
・
共
同
化
の

た
め
の
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る

技
術
調
査
専
門
委
員
会
を
令

和
４
年
６
月
に
立
ち
上
げ
、

課
題
や
施
策
を
整
理
し
、
最

新
の
技
術
動
向
と
あ
わ
せ
て

検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
提
言

を
ま
と
め
た
。
本
日
は
福
山

先
生
に
講
演
を
い
た
だ
く
ほ

か
、
専
門
委
員
会
の
皆
さ
ん

か
ら
は
調
査
結
果
な
ど
も
紹

介
し
て
い
た
だ
く
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
福
山
専

門
委
員
長
が
「
Ｂ
ｉ
ｌ
ｅ
ｖ

ｅ
ｌ　

Ｏ
ｐ
ｔ
ｉ
ｍ
ｉ
ｚ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
の
産
業
応
用
例
」

を
テ
ー
マ
に
、
上
下
水
道
分

野
の
最
適
運
用
問
題
の
特
性

や
、
Ｂ
ｉ
ｌ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ　

Ｏ

ｐ
ｔ
ｉ
ｍ
ｉ
ｚ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
（
二
層
構
造
の
最
適
化
）

の
考
え
方
、
他
分
野
に
お
け

る
研
究
例
な
ど
を
紹
介
し

た
。「
工
場
の
運
営
な
ど
、

他
分
野
で
は
あ
る
が
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
プ
ラ
ン
ト
の
最
適
運

用
を
考
慮
し
た
最
適
生
産
計

画
は
Ｂ
ｉ
ｌ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ　

Ｏ

ｐ
ｔ
ｉ
ｍ
ｉ
ｚ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

と
し
て
定
式
化
す
る
こ
と
に

よ
り
総
合
最
適
化
が
可
能
」

と
説
明
。「
上
下
水
道
の
プ

ラ
ン
ト
に
お
い
て
も
エ
ネ
ル

ギ
ー
プ
ラ
ン
ト
を
考
慮
し
た

統
合
的
な
上
下
水
道
プ
ラ
ン

ト
最
適
運
用
が
Ｂ
ｉ
ｌ
ｅ
ｖ

ｅ
ｌ　

Ｏ
ｐ
ｔ
ｉ
ｍ
ｉ
ｚ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
に
よ
り
実
現
可
能

と
考
え
る
」
と
し
、「
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現

に
貢
献
す
る
上
下
水
道
プ
ラ

ン
ト
の
運
用
が
実
現
で
き

る
」
と
、
上
下
水
道
分
野
で

の
展
開
に
も
期
待
を
寄
せ

た
。

　

続
い
て
、
専
門
委
員
会
の

各
委
員
が
、
広
域
化
・
共
同

化
の
取
り
組
み
や
考
え
方
に

つ
い
て
、
水
道
研
究
発
表
会

や
下
水
道
研
究
発
表
会
の
論

文
集
、
各
協
会
の
機
関
誌
な

ど
を
対
象
と
し
た
文
献
調

査
、
全
国
事
業
体
（
水
道
１

５
０
、
下
水
道
１
３
６
）
を

対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
な
ど
を
紹
介

し
た
。

　

広
域
化
・
共
同
化
の
事
業

運
用
に
つ
い
て
は
「
広
域
化

シ
ス
テ
ム
の
計
画
時
に
必
要

な
情
報
と
し
て
価
格
情
報
や

導
入
効
果
の
情
報
を
求
め
る

回
答
が
多
く
あ
り
、
主
に
先

行
事
例
を
参
考
と
し
て
い

る
」「
広
域
統
合
シ
ス
テ
ム

が
不
要
な
理
由
に
お
い
て

は
、
構
築
、
運
用
等
の
費
用

が
か
か
り
す
ぎ
る
、
現
状
の

業
務
体
系
で
十
分
と
す
る
回

答
が
一
定
数
あ
り
、
現
状
の

シ
ス
テ
ム
で
満
足
し
て
い
る

ほ
か
、
費
用
対
効
果
に
疑
問

を
感
じ
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
」「
広
域
統
合
シ
ス
テ
ム

の
各
要
素
技
術
の
運
用
時
の

問
題
点
と
し
て
は
、
効
果
が

不
明
、
技
術
内
容
が
不
明
、

費
用
が
高
価
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
側
面
の
懸
念
が
あ
げ
ら

れ
た
」
と
し
て
お
り
、
全
般

的
に
、
先
行
事
例
を
公
開
し

費
用
対
効
果
を
明
示
す
る
仕

組
み
が
必
要
だ
と
指
摘
し

た
。

　

ま
た
マ
ル
チ
ベ
ン
ダ
ー
化

の
実
現
に
つ
い
て
は
「
従
来

各
ベ
ン
ダ
ー
の
専
用
通
信
が

採
用
さ
れ
て
い
る
制
御
Ｌ
Ａ

Ｎ
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
・
デ
ー

タ
サ
ー
バ
間
の
通
信
）
に
Ｆ

Ｌ
―
ｎ
ｅ
ｔ
や
Ｏ
Ｐ
Ｃ
―
Ｕ

Ａ
と
い
っ
た
汎
用
プ
ロ
ト
コ

ル
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
異

な
る
ベ
ン
ダ
ー
間
の
機
器
で

も
通
信
が
可
能
に
な
る
」「
操

作
性
の
統
一
に
お
い
て
は
リ

モ
ー
ト
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
を
用

い
た
遠
方
監
視
シ
ス
テ
ム
の

構
築
が
有
効
で
あ
る
」
と
紹

介
。
通
信
回
線
の
選
択
に
つ

い
て
は
「
高
い
信
頼
性
が
求

め
ら
れ
る
施
設
に
つ
い
て
は

専
用
線
の
敷
設
あ
る
い
は
帯

域
保
証
さ
れ
た
回
線
を
選

定
、
お
よ
び
異
な
る
通
信
事

業
者
が
提
供
す
る
通
信
回
線

を
併
用
し
て
冗
長
化
す
る
と

い
っ
た
構
成
と
す
る
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
る
」「
高
い
信
頼

性
が
求
め
ら
れ
る
施
設
を
除

い
て
は
、
ベ
ス
ト
エ
フ
ォ
ー

ト
型
の
通
信
回
線
を
選
定
す

る
こ
と
で
、
適
切
な
コ
ス
ト

に
抑
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
」
と
紹
介
し
た
。

　

さ
ら
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

関
す
る
課
題
に
つ
い
て
は

「
安
全
性
の
確
保
に
は
、
な

り
す
ま
し
や
Ｄ
Ｏ
Ｓ
攻
撃
と

い
っ
た
様
々
な
不
正
通
信
を

遮
断
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
各
種
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
製
品
の
導
入
な
ど
が
解
決

方
法
と
し
て
考
え
ら
れ
る
」

と
し
た
ほ
か
、
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
の
導
入
に
関
す
る
課

題
に
つ
い
て
は
「
完
全
に
異

常
な
状
態
と
な
る
前
に
対
応

す
る
こ
と
で
安
全
面
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
方
法
が
考
え
ら

れ
、
そ
の
解
決
方
法
と
し
て

蓄
積
し
た
デ
ー
タ
の
統
計
量

な
ど
か
ら
異
常
の
兆
候
を
検

出
す
る
技
術
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
」「
機
械
学
習
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
な
Ａ
Ｉ
技
術
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
経
験
の

浅
い
運
転
管
理
員
で
も
運
用

で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が

必
要
」「
更
な
る
維
持
管
理

の
効
率
化
、
過
去
の
経
験
な

ど
を
踏
ま
え
た
安
定
か
つ
確

実
な
運
転
、
災
害
対
応
の
改

善
に
対
応
し
た
製
品
の
活
用

に
よ
り
、
広
域
化
・
共
同
化

推
進
の
一
助
に
な
る
」
と
紹

介
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
先
進
事
業
体

の
取
り
組
み
事
例
を
紹
介
し

た
ほ
か
、
広
域
化
・
共
同
化

の
た
め
の
技
術
と
し
て
▽
水

道
標
準
化
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
▽
下
水
道
革
新
的
技
術
実

証
事
業
（
Ｂ
―
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
▽
ク
ラ
ウ
ド

監
視
シ
ス
テ
ム
▽
上
下
水
道

監
視
制
御
向
け
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
▽
浄

水
場
に
お
け
る
凝
集
剤
注
入

率
自
動
制
御
技
術
▽
雨
天
時

運
転
ガ
イ
ダ
ン
ス
シ
ス
テ
ム

▽
高
度
プ
ロ
セ
ス
制
御
▽
異

常
兆
候
監
視
技
術
▽
極
値
探

索
制
御
技
術
―
な
ど
を
紹
介

し
た
。

　

最
後
に
小
熊
基
朗
・
公
共

施
設
技
術
委
員
会
副
委
員
長

（
日
立
製
作
所
イ
ン
フ
ラ
制

御
シ
ス
テ
ム
事
業
部
主
任
技

師
）
は
「
今
回
の
専
門
員
会

で
は
、
多
く
の
上
下
水
道
事

業
体
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
た
ほ
か
、
２
０
０
３

年
に
行
っ
た
調
査
結
果
と
あ

わ
せ
て
現
状
と
課
題
を
整
理

し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
先

行
事
例
や
最
新
技
術
な
ど
も

紹
介
い
た
だ
い
た
。
本
日
の

報
告
会
が
参
加
さ
れ
て
い
る

皆
様
が
今
後
の
広
域
化
・
共

同
化
と
い
っ
た
取
り
組
み
を

継
続
し
て
い
く
う
え
の
一
助

と
な
れ
ば
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。

福
岡
市
で
技
術
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

下
水
道
管
路
の
老
朽
化
テ
ー
マ
に

管
診
協

湧別バイオガスプラントの全景

竣工式の様子

湧別バイオガスプラントが完成

前澤工業 家畜ふん尿を適正処理、発電も

国
土
強
靱
化
へ
下
水
道
施
設
の
更
新
を

予
算
拡
充
や
Ｗ
―
Ｐ
Ｐ
Ｐ
な

ど

国
交
省
に
提
言

施
設
協

施設協役員ら（左側）と国交省上下水道審議官グループ
幹部との意見交換

北尾会長㊧から石井審議官に提言書

持
続
可
能
な
下

水
道
の
実
現
へ

産
業
応
用
フ
ォ
ー
ラ
ム

山本委員長福山専門委員長小熊副委員長

広域化・共同化のシステムをテーマに

電 気 学 会
公共施設技術委 全国上下水道への調査結果を披露

２０２５年（令和７年）８月４日付

水 道 産 業 新 聞


